
  

課題：

• トーンアームの設計改善には、複雑
な製品設計とエンジニアリングの技
術を要した

• マグネシウムからパーツを作るに
は、特殊な製造知識が必要であった

• 製品設計の非常な複雑さから、生産
に関して大きな懸念が生じた

解決：

• Phillips-Medisizeのマグネシウムを使用
した医療機器製造における経験が、本
プロジェクトの成功に役立つことが証
明された 

• 専門スタッフによる金型設計とフロー
解析を、数十年におよぶマグネシウム
「チクソモールディング」生産工程の
経験が支えた

• 顧客最重視の姿勢により、軽量、堅
牢、高耐久性のトーンアームの開発に
必要な物理的特性と機会的特性の組み
合わせの実現を短期間で達成した

利点:

• 新たなトーンアームは、振動を打ち消
して共鳴を低減する機能のおかげで、
音質を向上した 

• 部品を一体化できたことで、金型のコ
スト、サプライチェーンの要求事項、
組立時間のいずれも低減することがで
きた

• 新しいOrbit Theoryは賞と称賛を獲得
し、新開発したトーンアームのU-Turn 
Audioの他製品への搭載拡大につなが
った

PHILLIPS-MEDISIZEとU-TURN AUDIO、 
ターンテーブル向け新世代トーンアームの 
出荷台数を拡大

オーディオ機器の性能レベルを上げるには、 
製品設計、エンジニアリング、そして
 マグネシウム射出成形の3つの要素にバランスの 
取れた高いレベルが要求される
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最高品質の製品を、購入しやすい価格で提供
することを追求するU-Turn Audioでは、オ
ーディオ機器の組立てを手作業で行っていま
す。製造時には15項目の品質管理とリスニ
ングテスト等の厳しい検査等、理想の性能を
確実に実現するための細心の注意が払われて
います。徹底したクラフトマンシップで専門
家からの評価が高く、賞も受賞したU-Turn
のターンテーブルやオーディオ製品は、熱心
な愛好家からライトユーザーまでを魅了し、
固定客も獲得しています。 

U-Turn Audioの起業以降の売上高は急速に
上昇し、現在では年間1万5千台～2万台を製
造、出荷しています。ターンテーブルのデザ
インと音質の両方のさらなる高みを目指すこ
とに力を注ぎ続けるU-Turn Audioが、次に
始めたのは、トーンアームの完全な再設計で
す。社長兼CEO Hertig氏は、「トーンアーム
は、基本的に、ターンテーブルの心臓です。
ターンテーブルが良い音を生み出せるかどう
か、大部分はこのトーンアーム１本の良し悪
しにかかっています。当社では、トーンアー
ムの部品点数を減らしてシンプルに１個の部
品とすることで、部品が複数ある場合に生じ
る共振（共鳴）を減らすことで、密度が高く
雑味のない音を再生できるようにしました」
と説明しています。

誰もが楽しめる、 
優れたサウンドを 
開発する

慎重に吟味し収集したレコードを、長年大
事に持ち続けているというかたであれば、
レコードの奥深さはよくご存知のことでし
ょう。オーディオマニアの皆さんには、良
質で深みのある音に包み込まれるような体
験は、レコードでなければ味わえないもの
だということも理解していただけると思い
ます。とはいえ、ここ数十年市場を占拠し
てきたCDや近年登場したストリーミングの
陰で、レコードは終焉の兆しを見せていた
のも事実です。そしてまた最近では、新世
代の音楽ファンとLP盤レコード人気のおか
げで、レコードが復権してきています。   

Recording Industry Association of 
America（RIAA、アメリカレコード協会）
によると、1987年以降で初めて、レコード
の売上高がCDを上回りました。2022年の
RIAAの年次報告では、物理メディアの総売
上高17億ドルのうち、レコードの売上高は
12億ドル、つまりレコードの方がCDより
も8億枚近くも多く売れたことが明らかに
されています。音楽業界全体の売上では依
然としてストリーミングが上位に位置する
ものの、物理メディアの売上高は前年より
も4%上昇しています。

レコード人気復活のニュースは、マサチュ
ーセッツ州ウォーバンでターンテーブルや
アンプ、スピーカーを製造販売する新興レ
コード機器メーカー、 U-Turn Audioにと
って喜ばしい話であると言えます。U-Turn 
Audioは、2012年、高校時代からの友人
同士であるBen Carter、Bob Hertig、Pete 
Maltzanが創業した会社です。創業時、ノ
ースイースタン大学で機械工学を専攻して
いたBob Hertigは大学卒業を間近に控えた
時期で、U-Turn Audioの代表的製品である
ターンテーブル、Orbitの初期のデザインコ
ンセプトは、彼が卒業制作で作ったもので
す。このデザインが大学の起業家プログラ
ムの創業支援金を受けました。その後、初
期メンバーはKickstarterキャンペーンでも
順調に資金を集めて、1千台のターンテー
ブルを販売しました。

このイノベーティブなトーンアームのコンセ
プトを実現するために、U-Turn Audioの開発
担当者は、マグネシウムだけが持つ機械的、
物理的特性を利用したいと考えました。マグ
ネシウムという素材に関して少し説明する
と、構造材としては最軽量でアルミニウムよ
りも3割軽いという特性を持っています。し
たがって比強度は極めて高く、強さ、軽さ、
硬さの三拍子が揃った素材になっています。
このような特性を持つマグネシウムは、医療
用から産業用まで幅広い製品に用いられてい
ます。

さらに、マグネシウムは振動を「減衰」する
性質つまり、複数パーツ間に生じる共振を打
ち消す性質も備えています。このような属性
が特に役立つのが、音質を低下させる共鳴の
低減を必要としている場所です。マグネシウ
ム素材の採用を決定した後、U-Turn Audioで
は、この理想の素材であるマグネシウムを使
用した部品の生産能力を持つ設計委託先を探
しました。マグネシウム材料を使用した部品
製造に特化したスキルを持つ協働先を探すこ
とは、同社にとってなかなかの難題でした。

マグネシウム製品の 
設計＆製造を任せら 
れる協働相手を見つ 
ける 

U-Turn Audioの社長兼CEO Bob Hertig（ボブ・ハ
ーティグ）氏はこのように語っています。「我々の
ミッションは創業当時も今も変わらず、誰にとって
も購入しやすい、素晴らしく良質なオーディオ機器
を創り出すことです。そして当社は現在、米国トッ
プの生産台数を誇るレコードプレーヤーメーカーに
なることができました」

Bob Hertig,
President and CEO, U-Turn Audio
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U-Turnの音響専門家からは最初に、OA3 
Proを改良した新しいトーンアームのデザ
インコンセプトが示されましたが、このコ
ンセプトには、複数部品をひとつながりの1
個部品にするという難題も含まれていまし
た。Phillips-Medisizeのセミンソン氏は、こ
のコンセプトについて、「製造の立場から
見たこのコンセプトの難しさは、形状が超
絶に複雑だったことです。単純な上下の金
型で作れるようなものではありませんでし
た。彼らの求める設計でトーンアームを製
作するには、肉薄なステム全体を中空構造
とすべく長く細いコアを成形するために、
油圧コア抜きの技術を使用する必要があり
ました」と説明します。

加えて、チクソモールディングは極めて高
温、高圧下で成形を行うため、加工プロ
セスはさらに複雑なものになります。セミ
ンソン氏は続けて、次のように語っていま
す。「可動部品を1個にまとめたものを単に
機能させるだけでなく、お客様の要求を満
たしたものを作るというのは、非常に難し
い仕事でした。金型設計とフロー解析のエ
ンジニア、さらにチクソモールディングに
関する豊富な専門知識を持つそれぞれの専
門スタッフの協働がうまくいき、今回のプ
ロジェクトを成功させることができたと考
えています」

U-Turn AudioのHertig氏もまた、Phillips-
Medisizeのプロジェクトマネージャーとの
綿密な協力関係があったおかげで、自らの
チームは主なハードルの解消に集中するこ
とができたとし、「Phillips-Medisizeの皆さ
んにとって、過去に経験したことのない難
しいプロジェクトであったにも関わらず、
大きな熱意を持って取り組んでいただきま
した。」とコメントしています。また、「
弊社にとって、問題や不安な部分をPhillips-
Medisizeの皆さんとオープンに正直にディ
スカッションできたことが、とにかく大き
かったと思っています」とも。

Phillips-Medisizeではこのように、カスタマ
ーファーストの設計哲学を実践しながら、
長年のマグネシウムチクソモールディング
の経験を経て研ぎ澄まされた繊細な手法を
用いて、世の中を大きく変えるような、消
費者向け製品ならびに医療機器向けの製品
設計を生み出しています。Phillips-Medisize
のエンジニアリングチームは、ユーザーエ
クスペリエンスを高めることを目標にすべ
てのプロダクトデザインを行っています。
今回のプロジェクトにおいては、トーンア
ームの構造的な欠点つまり音質に影響する
エアポケットになっている部分を排除する
ことを目指しました。 

成形プロセスが容易になるよう、設計チー
ムが協力してトーンアームの形状や肉厚に
関して微細な変更を行いました。最終的な
マグネシウム成形工程では、極めて高密度
かつ均質で音質にばらつきが生じない、量
産に耐える部品とするために、ゲート、ベ
ント、および周辺の要素にも注意を払う必
要がありました。

まもなく彼らの目に留まったのが、モレ
ックスグループ企業のPhillips-Medisizeで
す。Phillips-Medisizeは、マグネシウムの
成形においては北米で最大規模、高品質の
マグネシウム成形品製造の十分な実績を持
つ企業です。Phillip-Medisizeはウィスコ
ンシン州にマグネシウムの射出成形工場を
擁し、半世紀以上にわたって医薬品受託製
造（CDMO: global contract development 
and manufacturing organization）事業を続
け、長年にわたり蓄積した専門技術を活用
してオートモーティブ、コンシューマー、
国防、ヘルスケアといった法規制の特に
厳しい分野向け等も含め、治療薬の投薬機
器、invitro診断、メドテック、消費者向け各
種専門機器その他の設計、開発、製造を行
っています。

同社が特に得意とするのが、複雑で精緻
な形状のマグネシウム部品の成形が可能
な、環境にも優しいマグネシウムの特殊
射出成形技法である「チクソモールディン
グ」技術です。Hertig氏らは最終的に、ア
ナログレコードの音の世界を大きく変える
トーンアームを創るという、オーディオ機
器メーカーとしてのビジョンを実現するた
め、Phillips-Medisizeへ製造を依頼すること
を決定しました。 

Phillips-Medisize、Advanced Development 
ManagerのEric Semingson（エリック・セミンソ
ン）は当時を振り返り、「U-Turn Audioとの仕事
は、開発の初期段階からの当社の関与が叶い、す
ばらしいコラボレーションになりました。こちら
の提示する設計案をオープンに受け入れていただ
けたということもあり、両社のコラボレーション
によって、素晴らしい製品を生み出すことができ
たと考えています」と述べています。

順調なコラボレーシ
ョンで、理想の音に
到達
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トーンアームデザインをシンプルにしたこ
とで、全体的なユーザーエクスペリエンス
も飛躍的に向上しています。U-Turn Audio
のCardone氏は、「新しいトーンアームの音
はきれいで、ほんとうによくできたと思い
ます。レコード盤への針の上げ下げの際に
針がレコードの溝と触れるときを除いて、
音に歪みが生じることはほとんどありませ
ん」と語っています。

今回の新たなトーンアームのコンセプト段
階から製品完成に至るまでの全体の計画お
よび開発プロセスには、1年以上を要しまし
た。U-Turn Audioでは、この開発の機会に
ターンテーブルの機能も一新し、2022年9月
にOrbit Theoryとして発売。この新製品で
は、新しいトーンアームを採用したほかに
も、駆動用のモーターの設計の一新、新た
なベルトのデザイン、外観仕上げの種類を
複数用意するなど、特徴や機能を大幅に向
上しています。

最新モデルのOrbitターンテーブルの評判は
すぐに広まり、プレミアム市場に参入して
すぐのこのU-Turn Audioの製品は”Digital 
Trends”誌上で待望の「エディターズ・チョ
イス」賞を受賞しました。  Orbit Theoryを
T-Turn Audio「史上最高のターンテーブル」
と評価した専門家は、このターンテーブル
を評価する作業が楽しかったと話していま
す。ただ、これほどの称賛を受けたとして
も、この競争が激化するオーディオ機器市
場で気を緩めるわけにはいきません。
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同様に重要なのが、製品組立と品質管理プ
ロセスの改善でした。新たなマグネシウム
製トーンアームは、3個の部品で組み立て
ていたものを、1個の部品にしたため、作業
が大幅に容易になりました。さらに、マグ
ネシウムはアルミニウムよりも耐久性が高
く、新しいトーンアームは旧製品よりも優
れた製品になっています。

U-Turn Audioプロダクションスーパーバイ
ザーのChris Cardone氏は、これについて、
「可動部品が減ることで、組立と品質検査
がスピーディーに進むようになりました。
高度な技術を使いながら個々のプロセスを
可能な限りシンプルにし、我々のテーマで
もあった、生産プロセス全体の簡素化が実
現したと思います」と話しています。 

さらに、パーツ数が少なくなることで、サ
プライチェーン管理の合理化も可能になり
ます。「3ピース部品を1ピースに一体化し
た成形部品として設計することの価値は、
金型にかかるコストを低減できること、サ
プライチェーンの要求事項を減らせるこ
と、そして組立時間を短縮できることで
す。結果的に、製品のトータルコストが低
減されます」とPhillips-Medisizeのセミンソ
ン氏は説明します。 

新世代のターンテー
ブルを市場に投入

ですからU-Turn Audioは現在、今後販売す
るターンテーブルの全モデルに、新たなト
ーンアームと新たな機能を追加して発売す
ることを予定しています。Hertig氏は、「驚
くような音質の改善を実現しながら、製品
組立も大幅に簡素化できたのは実に素晴ら
しいことだと思います。新しいトーンアー
ムで構成した全モデルの出荷は今年の後半
を予定しています。わくわくしながら待っ
ています」と話しています。

U-Turn Audioがトーンアームを
複数の製品モデルに展開できた
ことは、協働相手であるPhillips-
Medisizeの目標達成の力になり
ました。セミンソン氏は最後に、
「U-Turn Audioとの協働で刺激的
だったのは、彼らの設計のアイデ
アのすべてを具現化する機会を得
たことでした。この一つの革新的
なトーンアームが、彼らの全製品
ポートフォリオにも展開すること
で、彼らのビジネス、ひいては当
社のビジネスも拡大するという、
両社共々の成長機会をこの目で見
ることができたことは実に印象深
い経験でした」と述べています。

サプライチェーン、
量産、組立の簡素化
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